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    図２ 実証実験システム設置の全景 
－25－






































































































   図９ 空間放射線量と平均風量の表示例 
 
 
      図 10 空間放射線量と気温の表示例 
 
 





システムに組み合わせた．一方 2011年 3月 11日に発
生した東日本大震災後に生じた震災がれきの仮置き場
では，安価な環境放射線リアルタイムモニタリングシ
ステムの設置のニーズがある．我々は，信頼できる空
間放射線測定機器の価格が上記の現場で広く普及する
上での最大のネックであると考え，共同で安価な測定
機器の開発を行う場合の事前の検討を行った．その結
果，空間放射線量の遠隔監視は汎用の放射線測定機器
を使って行える事が判った.これは，製造メーカーに設
置以前に相談し得た 100時間以上の長期連続使用は出
来ないと言う回答と異なる結果であった.だだし,耐久
性には問題があり，その点を考慮した測定機器の開発
が必要であると考える. 
現在，放射性物質を含む震災がれきの処理は，低レ
ベルの物を除きまだ殆ど行われていない．しかし，福
島県内にはビニールに覆われた廃棄物(震災がれき)が
野積みされ一応隔離されて(ロープで仕切られて)いる
場所が多くある．これらの場所には，殆どの場合放射
線量を常時監視している様な機器の設置様子は見られ
ない．今後の共同研究で，この様な現場での安価な遠
隔監視システムが実現出来ればと考える．  
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